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dehydrogenase （11β-HSD）により制御されている。11β-HSD にはタイプ 1（11β-HSD1）と












時から 9 時の間に採血を行った。発熱初日を第 1 病日とした。患者を以下の 2 群に分けた。
A 群：初回免疫グロブリン投与前と回復期の 2 点で採血が行われた患者。B 群：入院時、初
回免疫グロブリン投与前、回復期の 3 点で採血が行われた患者。 
 84
［結果］ 
 川崎病で入院した患児 28 人のうち上記条件を満たしたものは 16 人であった。A 群（症例
番号 1-7）は 7 人、B 群（症例番号 8-16）9 人であった。A、B 群の入院時の発病病日はそれ
ぞれ 5.5病日、3.2病日で、入院時のコルチゾール値はそれぞれ 23.8±8.6 µg/dl、 45.8±16.5 µg/dl
であり後者は有意に高値であった（p<0.006）。初回免疫グロブリン投与日は A、B 群ともそ
れぞれ 5.5 病日、5.3 病日と有意な差は認めなかった（p<0.680）。初回免疫グロブリン投与
前のコルチゾール値はA群23.8±8.6 µg/dl、B群25.3±9.9 µg/dlと有意な差はなかった（p<0.762）。
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